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防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪

の
予
防
や
抑
止
、
捜
査
に
大

き
な
効
果
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

駅
周
辺
や
通
学
路
な
ど
、
公

共
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
本
市
の
設
置
状
況
は
。

　
　

小
・
中
学
校
及
び
保
育

園
な
ど
、
59
施
設
１
５
８
台

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
　

多
く
の
自
治
体
で
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
補
助
を
行
っ

て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　

設
置
に
向
け
必
要
な
事

項
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
作
成
と
あ
わ
せ
て
設
置
促

進
策
も
他
の
自
治
体
の
状
況

を
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

　
　

設
置
さ
れ
て
い
な
い
公

共
施
設
へ
の
今
後
の
予
定
は
。

　
　

未
設
置
の
施
設
の
所
管

部
署
に
は
、
必
要
性
の
検
討

に
つ
い
て
投
げ
か
け
る
。

　
　

市
内
に
は
防
犯
カ
メ
ラ

が
少
な
い
と
感
じ
る
。
駅
周

辺
や
通
学
路
な
ど
、
防
犯
上

危
険
な
と
こ
ろ
へ
は
、
市
が

積
極
的
に
設
置
す
べ
き
と
考

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
医
療

費
助
成
制
度
が
適
用
さ
れ
る

子
ど
も
が
市
内
及
び
熊
谷
市

で
受
診
し
た
と
き
は
窓
口
払

い
が
生
じ
な
い
が
、
そ
れ
以

外
の
受
診
で
は
一
旦
自
己
負

担
分
を
支
払
い
、
後
日
申
請

す
る
こ
と
で
償
還
金
を
受
け

ら
れ
る
。
対
し
て
、
群
馬
県
、

山
梨
県
等
は
県
内
受
診
で
の

窓
口
払
い
を
無
く
し
て
い
る
。

　
　

支
給
件
数
と
償
還
払
い

の
件
数
は
何
件
か
。

　
　

平
成
28
年
度
の
支
給
件

数
は
13
万
６
９
１
１
件
。
償

還
払
い
は
お
よ
そ
年
１
万
４

千
件
で
あ
る
。

　
　

償
還
払
い
申
請
の
有
効

期
限
は
。

　
　

受
診
の
翌
日
か
ら
５
年
。

　
　

現
物
支
給
が
市
内
等
に

限
ら
れ
る
理
由
は
何
か
。

　
　

審
査
支
払
手
数
料
が
生

じ
る
こ
と
及
び
医
療
機
関
の

事
務
手
続
き
が
変
わ
る
た
め
。

　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
は

子
ど
も
医
療
費
を
含
む
自
治

体
の
業
務
削
減
、
事
務
作
業

　
　

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑

隊
の
結
成
理
由
と
目
的
は
。

　
　
「
の
ぼ
う
の
城
」
映
画
化

を
契
機
に
本
市
の
魅
力
を
対

外
的
に
広
く
発
信
し
、
観
光

客
の
増
加
に
よ
る
ま
ち
の
に

ぎ
わ
い
の
創
出
と
雇
用
の
促

進
が
目
的
。

　
　

甲
冑
隊
と
の
契
約
内
容

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
熊
谷

支
社
と
甲
冑
隊
メ
ン
バ
ー
が

個
々
に
雇
用
契
約
を
結
び
、

月
額
の
固
定
給
と
社
会
保
障

の
加
入
が
保
証
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
度
ま
で
は
７
名
、
今
年

度
は
３
名
が
契
約
し
て
い
る
。

　
　

収
益
性
の
あ
る
活
動
は

行
え
る
の
か
。

　
　

市
と
し
て
制
限
は
設
け

て
い
な
い
の
で
可
能
で
あ
る
。

　
　

活
動
の
具
体
的
な
効
果

は
何
か
。

　
　

甲
冑
隊
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
総
ア
ク
セ
ス
数
は
８
７
６

万
件
以
上
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
フ

ォ
ロ
ワ
ー
数
は
４
７
２
４
人
。

ま
た
、
甲
冑
隊
結
成
以
来
、

え
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

　
　

見
守
り
活
動
を
補
完
す

る
手
段
と
し
て
、
防
犯
カ
メ

ラ
は
有
効
で
あ
る
。
有
効
な

手
法
に
つ
い
て
、
先
進
事
例
、

先
進
市
を
研
究
し
て
い
く
。

　
　

公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
設
置
状
況
と

今
後
の
計
画
は
。

　
　

市
役
所
軽
車
両
３
台
、

青
色
回
転
灯
付
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
４
台
、
消
防
本
部
緊

急
車
両
30
台
で
あ
る
。
車
両

更
新
に
あ
わ
せ
た
設
置
な
ど
、

計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

　
　

公
用
車
を
動
く
防
犯
カ

メ
ラ
と
し
て
、
映
像
提
供
に

関
す
る
協
定
を
警
察
と
結
び
、

犯
罪
捜
査
や
防
犯
に
役
立
て

る
取
り
組
み
が
全
国
で
進
ん

で
い
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
は
有
効
な
手
法
の
一

つ
で
あ
り
、
先
進
事
例
を
研

究
の
上
、
検
討
し
て
い
く
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
理
解
促
進
と

対
応
に
つ
い
て

の
効
率
化
に
も
有
効
と
考
え

る
が
、
本
市
の
見
解
は
。

　
　

現
在
、
国
で
は
医
療
分

野
に
お
い
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
た

め
、
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

●
本
市
交
通
手
段
に
つ
い
て

　
　

要
望
の
多
い
近
隣
市
へ

の
乗
り
入
れ
は
、
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
で
は
で
き
な
い
か
。

　
　

循
環
バ
ス
を
補
う
も
の

で
あ
り
、
市
外
へ
の
乗
り
入

れ
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

市
外
の
近
い
駅
や
病
院

な
ど
も
認
め
ら
れ
な
い
か
。

　
　

市
境
に
近
い
乗
降
場
所

で
精
算
し
、
そ
の
ま
ま
乗
り

継
ぎ
利
用
は
可
能
で
あ
る
。

　
　

循
環
バ
ス
の
停
留
所
を

も
っ
と
増
や
す
。
あ
る
い
は

経
路
中
で
手
を
上
げ
て
乗
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　

ど
ち
ら
も
国
の
認
可
が

必
要
。
フ
リ
ー
乗
降
制
度
は
、

安
全
が
確
保
で
き
る
区
間
を

自
由
乗
降
区
間
と
し
て
定
め
、

そ
の
運
行
計
画
が
国
の
認
可

を
受
け
ら
れ
れ
ば
可
能
。

本
市
の
観
光
入
込
客
数
は
増

加
傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

　
　

今
後
に
つ
い
て
は
。

　
　

甲
冑
隊
は
と
り
わ
け
外

国
人
に
対
す
る
訴
求
力
が
強

い
の
で
、
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
や

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
で
の

活
動
が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
市
内
民

間
事
業
者
よ
り
甲
冑
隊
と
と

も
に
お
も
て
な
し
活
動
を
行

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
申
し
出

が
あ
り
、
週
末
毎
に
忍
城
で

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
民
間
と
の
協
働
は

今
後
の
甲
冑
隊
の
活
動
を
支

え
る
新
た
な
力
と
な
る
。

〔
そ
の
他
の
主
な
質
問
〕

○
子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

市政に対する 一般質問市政に対する 一般質問

忍城おもてなし甲冑隊

問

問

問

問

問

問

問問問問

問問

問問問

問

問問問 答

答答

答

答答

答答答 答

答

答答

答答

答

答答 安 心・ 安 全

子ども医療費

ま ち づ く り

防
犯
カ
メ
ラ
・
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

市
外
受
診
の
窓
口
払
い
を

　
　
　
　
　
　
無
く
せ
な
い
か

忍
城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
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